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新年度がスタートして３か月が過ぎよう
としていますが，先週の６月20日（火）に
は，前期中間テストが，全学年で実施され
ました。
その際，１年生のある生徒が…，

「なぜ，テストはあるのですか？」「テスト
は，必要なものですか？」と素朴な疑問を
投げかけてきました。テストの必要性につ
いて，疑問を抱くことは，子どもにとって
当たり前の価値観だと思います。
そこで，今回は，「テストの必要性」と「テ

ストの結果を生かす」ことの２点について
子どもたちの疑問に対する回答として，ま
とめてみたいと思います。

１ テストの必要性について

本校の校内テストは，
年４回設定（前後期
中間・期末）されてい
ます。（３年生は，この他に
実力テストが４回あります）
もちろん，各教科で

実施している単元テス
トや小テスト等も細かに学習の定着度を確
認するには重要です。
ただし，１時間の学習内容や少ない期間

や単元レベルの範囲内容なら，比較的簡単
に解ける為，確実な定着（一時的な記憶に
留まっていないか）か確認する必要があり
ます。
一方で，校内テスト等は，ある一定の時

間を隔てており，出題の範囲や学習内容が
増え，応用も踏まえたテストになるため，
例え，同じ問題であったとしても，難しく
感じることもあり，現時点での定着度を広
範囲の分野から知ることができます。

ただ，残念ながら，人間の能力，特に記
憶の部分は，「忘れる」ことが当たり前にな

テストの結果を生かせる人と
生かせない人の違いとは！

っているため，何もしないと学んだことは，
確実に忘れてしまってしまいます。
そのため，復習することが大切なのです。
復習することで，確実に記憶に留め，定

着を図ることが可能となるのです。
自分にとって必要なことは，忘れにくい

ものです。だから，自分の目標「夢」を達
成するために，必要と思えるものはどんど
ん記憶に留めておく「復習」を習慣化する
ように努力する必要があるのです。

また，その他にもテストの価値として…
① 自己管理能力を養う絶好の機会でもあ
ります。テストに向けて計画を立て，勉
強や準備を行うことで，時間の管理や目
標達成に向けてのスキルを身につけるこ
とができます。

② テストは，将来の現実世界での他者か
らの評価や新たな挑戦（チャレンジ）に
備えるための準備でもあります。
（将来の成功につなげる基盤づくり）

２ テストの結果を生かす
テストの結果を通じて，

①自分の理解度や課題が把握できる。
②反省から学習を進める方向性を見つける。
（どうすれば課題を克服できるのか，考える機会に）

③自己の成長を実感し，自信を深めること
ができる。（努力の結果を知る機会に）

あくまで，テストは，現時点での学力を
知るためのバロメーターでしかありません。
ある意味，病院の診断である「レントゲ

ン結果」のようなものです。だから，今後，
どのような処方箋（努力）を自らの意志で
やろうとするのか！が，この先の未来を良
くも，悪くもすることになります。
だからこそ，自分の未来を明るく，輝け

るものにするために，「どんどん学び，新し
いものにチャレンジ」してください。
先生方は，皆さんのやる気を待ってます。



７ 月 の 主 な 行 事 予 定

7/3(月) 職員研修のため全部活動中止
4(火) 食に関する指導（1年⑥）
5(水) 小・中学校外国語講座：本校会場
6(木) 全校朝会・地区水泳大会

鹿児島ジュニア検定（２年⑥）
8(土) 土曜授業 体育大会選手・役員決め③
10(月) 1年家庭訪問（～14日）

２・３年三者相談（～14日）
14(金) 県民の日
17(月) 海の日（祝日）
20(木) 終業式・大掃除
22(土) 県中体連総合体育大会（～27日）
25(火) 鹿屋市子どもサミット
8/1(火) 出校日
21(月) 出校日

※ あくまでも予定です。日程の変更等も考えられ
ますので，学級通信等でご確認くださいますよう
お願いいたします。

◆ 本県では，平成30年12月に「県民の日」（７
月14日）が制定されました。これは，鹿児島県
が誕生した明治４年の廃藩置県布告日が７月14
日であったことに由来します。今後も様々な機会
を通して郷土に対する理解や関心を深めさせ，ふ
るさとを愛する心を育みながら，将来，郷土や世
界に貢献できる人物の育成に努めていきたいと考
えています。

県大会への出場を果たした競技や選手の皆さん，おめでとうございます。
第一鹿屋中学校並びに大隅地区の代表として，県大会での健闘を祈ります。
残念ながら，結果を残せなかったみなさん，次への糧として生かしていきましょう。

◆ 男子バスケット部 ４位 ◆ 男子バトミントン部 団体Aチーム優勝（県）
◆ 女子バスケット部 ３位（県） 団体Bチーム3位（県）
◆ サッカー部 決勝トーナメント敗退 個人1０人（県）
◆ 野球部 優勝（県） ◆ 女子バトミントン部 団体優勝（県）
◆ 男子バレーボール部 決勝トーナメント敗退 個人1０人（県）
◆ 女子バレーボール部 優勝（県） ◆ 陸上部 男子総合優勝
◆ 男子ソフトテニス部 団体３位（県） 女子総合８位
◆ 男子卓球部 団体４位（県） 個人（1位のみ）

個人６位・８位・15位（県） ３年男子100ｍ，共通男子400m，共通男子200m，
◆ 女子卓球 予選敗退 共通男子走高跳，共通男子走幅跳，共通男子三段跳，
◆ 男子剣道部 予選敗退 共通男子400mR
◆ 女子剣道部 予選敗退 （個人県大会）男子1０人，女子６人

令和５年度地区総合体育大会結果（6/13～6/15）

今年度になって最初の校内定期
テスト（前期中間テスト）が行わ
れました。特に1年生にとって
は初めての定期テストでテストの
内容や結果等とても気になっているようでした。
今回の取組や結果をしっかり反省し，次回の前

期期末テスト（9月20日～）にいかしてください。

前期中間テスト

６月１２日（月）の午後に１年生を対象とした性に関する講演会を実施し
ました。今回はNPO法人 Rainbow Viewの山田健二先生を講師としてお
招きし，「多様な性（LGBTQ）」について学習を深めました。
現在，性成熟の低年齢化や性非行の低年齢化，性感染症の増加など，さま

ざまな問題がクローズアップされてきています。
そのような状況の中で今後も，発達段階に応じて性に関する講演会や指導

を計画的に実施してまいります。家庭との連携も大変重要になってまいりま
す。今後ともご理解・ご協力よろしくお願いします。

1年生の性に関する講演会（６/１２）

前回の学校便りでお伝えしましたが，「まなび
ポケットの欠席・遅刻等の連絡」システムを６月
上旬から１年２組，２年３組，３年４組の３クラ
スで運用を開始しました。欠席等の連絡は学校に
確実に届いておりますが，西原台小学校も同じシ
ステムを利用しているため，西原台小学校に弟妹
がいる家庭は毎回ログイン，ログアウトをしなけ
ればならず，大変不便な面が判明しました。現在
支障なく利用されている方は当面このままご利用
ください。学校としては，全学年・学級での運用
は見送り，新たな欠席等の連絡システムについて
準備を進めているとことです。ご理解とご協力の
程よろしくお願いします。

まなびポケット「欠席・遅刻・連絡」
システムの運用について



部活動 結果 備考

陸上競技

男子総合優勝
個人（１位のみ）：３年100ｍ・共通400ｍ（３年小竹），
共通200ｍ（３年福留），共通走高跳（３年原田），
共通走幅跳（３年福留），共通三段跳（３年原田），
共通400mＲ，　男子個人１０名県総体出場
女子総合８位　低学年400mＲ５位，女子個人６名県総体出場

水泳 地区総体　７月６日開催

男子バスケット
ボール

４位　県総体出場ならず

女子バスケット
ボール ３位　県総体出場

サッカー 決勝トーナメント進出も県総体ならず

軟式野球 優勝　県総体出場

男子バレーボール 決勝トーナメント進出も県総体ならず

女子バレーボール 優勝　県総体出場

男子バドミントン
団体：Ａチーム優勝　Ｂチーム３位
ダブルス　Ａ　２位（中塩屋・大久保）　３位（原口・小川，船間・豊崎）
シングルスＡ　２位（大久保）　３位（小川，中塩屋）

女子バドミントン
団体：優勝
ダブルス　Ａ　１位（勝目・丸岡）　２位（大竹野・下園）
シングルスＡ　１位（寺原）　２位（勝目）　３位（下園，丸岡）

男子ソフトテニス
団体：３位　県総体出場
個人：３位（川井田，隈元）　県総体出場

女子ソフトテニス
団体：予選リーグ　敗退
個人：敗退

男子卓球
団体：４位　県総体出場
個人：６位（２年二石），８位（３年又木），
      15位（３年大山）  県総体出場

女子卓球
団体：予選リーグ　敗退
個人：敗退

男子剣道
団体：予選リーグ　敗退
個人：敗退

女子剣道
団体：予選リーグ　敗退
個人：敗退

令和５年度　地区中体連総合体育大会結果報告


